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１ 入級から終了までの流れは 
 

 

 

 

 

通常学級の子どもたちが通級指導教室の利用を希望する際、入級から終了までの流れは以下のよ

うになります。 

肢体不自由、視覚サテライト教室については、異なる障がい種の特別支援学級に在籍している子

どもたちも利用が可能です。 

                 

                 

 

           保護者から入級の申込み 

 

 

 

 

 

 

 

              

                                  

※文書の流れ１→４ 

 

           義務教育課 

 

 

                                                 通級指導教室 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

設置校：通級指導教室が設置されている学校

就学相談（通級についての説明） 

〇通級の時間帯 

〇指導の場（設置校） 

〇市川スマイルプラン（個別の教育支援計画） 

〇保護者の送迎について 

審議資料作成 

●保護者面接   

●諸検査（田中ビネー、ＷＩＳＣ等） 

●観察記録（在籍校の担任） 

●行動観察（調査員） 

●医師診断（言語の場合は必要なし） 

教育センターでの相談  

答申（入級許可） 

指 導 の 開 始 

指 導 の 終 了 

◆個別の指導計画作成。 

◆指導目標の達成状況を見ながら、保護者と合意

形成をしたのち、指導終了。 

 

 

 

入級通知書  

退級報告書  

退級通知書 

※１ 教育委員会 → 保護者と在籍校校長 

教育支援委員会（入級審議） 

第二部 通級による指導について   

第一章 担当者になったら   

※４ 教育委員会 → 保護者・在籍校校長・設置校校長 

※３ 設置校校長 → 教育委員会 

※２ 教育委員会 → 保護者と在籍校校長と設置校校長 

入級が認められない

場合もあります。 

 



７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 入級から退級までの書類について 

・設置校と義務教育課が協議し、 

入級日を決定。 

・義務教育課が、設置校、在籍校、

保護者の三者に送付。 

・設置校が本人や保護者と指導の

終了について確認をし、退級日を

決定。 

・設置校から義務教育課へ送付。 

・義務教育課が設置校、

在籍校、保護者の三者

に送付。 

※２  入 級 通 知 書 

※３  退 級 報 告 書 

※４  退 級 通 知 書 
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２ 入級を考えている児童生徒がいる場合は  

 

 

        

 

     学校生活の中で何らかの困難を感じている児童生徒、何らかの支援を必要としている

児童生徒に対して、まずは、校内支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    通級指導教室や他の相談場所について、保護者が知りたいと希望した時に紹介します。 

 

                                 

                               

                               

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や担任の気づき・本人の困難な状況 

教育センターでの相談 

〇学校での対応 

特別支援教育コーディネーター（以下コーディネーター）が中心となって相談し、校内支援を検討する。 

校内委員会の開催              毎月の生徒指導部会、教育相談部会等と兼ねても可。 

コーディネーター、校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、養護教諭、教育相談担当者、 

担任、該当児童生徒に関わる機会の多い教職員等 

〇児童生徒の実態把握 
 ・保護者の思い、児童生徒の困り感 
 ・クラスでの配慮、現在の校内支援の有無 

    ・巡回指導職員、県アドバイザー、特別支援学校コーディネーター等による児童生徒の見立て 
 ・保護者と共に「市川スマイルプラン」の検討、作成 

〇具体的な支援方法の検討 
 ・「いつ」「だれが」「どのような」支援をするのか 
 ・「個別の指導計画」の作成 

〇支援の見直し、経過報告（随時） 

〇保護者との教育相談（随時） 
 ・今後の支援の方向性、保護者と児童生徒の思いの確認 
 ・外部機関との連携を提示（教育センター、通級指導教室等） 

〇教育相談 

子育てをしていく中で生じる様々な悩みに

関して、専門知識を持つ教育相談員等が保護者

との面接相談やカウンセリングを行ったり、子

どもとのプレイセラピー（遊戯療法）を実施し

たりすることで悩みの軽減や解消を図る。 

通級指導教室の見学、問い合わせ 

事前◆見学の際は、管理職同士で連絡を取り合う。 

◆通級指導教室の担当者は、保護者見学の日

程を調整する。 

当日◆通級指導教室について説明する。 

◆入級の可否については、保護者から尋ねら

れても、担当者は判断できない旨を伝える。 

〇肢体不自由、視覚サテライト教室 

⇒県立船橋特別支援学校との教育相談が

必要。中学の肢体不自由は県立船橋夏

見特別支援学校と教育相談が必要。 

〇その他の通級指導教室 

⇒必要に応じて見学。 

 

通級指導教室には

入級せずに、保護者

が子どもとの関わり

方について相談した

い場合。 


